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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　照明システムのための関連する照明設定を識別するための方法であって、前記方法は、
　識別データ及び照明システムコンテキストデータを受信するステップであって、前記識
別データは照明システムのユーザを示し、前記照明システムコンテキストデータは、前記
照明システムの少なくも１つのコンテキストパラメータを示し、前記コンテキストパラメ
ータは、前記照明システムの照明器具、前記照明システムの照明コントローラ、及び前記
照明システムの環境のうちの少なくとも１つに関するコンテキストを提供する、ステップ
と、
　前記照明システムコンテキストデータの少なくとも一部を、各照明設定に関連付けられ
た保存コンテキストデータと比較することにより、照明設定のグループの照明設定ごとに
関連性ランクを計算するステップと、
　前記照明設定の前記関連性ランクに基づいて前記照明設定のグループをソートするステ
ップとを含み、
　前記照明設定のグループをソートする前記ステップ、及び、前記照明設定のグループの
照明設定ごとに前記関連性ランクを計算する前記ステップの少なくとも１つは、前記照明
設定の１つ又は複数の設定作成者経験レベルに基づき、
　前記設定作成者経験レベルは、それぞれ、対応する照明設定を作成したユーザーの照明
関連経験レベルを示す、方法。
【請求項２】
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　前記照明設定のグループの照明設定ごとに再構築可能性ランクを計算するステップを更
に含み、前記照明設定のグループの所与の照明設定の前記再構築可能性ランクは、前記照
明システムが前記所与の照明設定を再現できる程度を推定する、請求項１に記載の方法。
【請求項３】
　前記再構築可能性ランクを計算する前記ステップは、前記照明システムの照明システム
構造的データを前記照明設定のそれぞれに関連付けられた構造的データと比較するステッ
プを含む、請求項２に記載の方法。
【請求項４】
　前記照明設定のグループをソートする前記ステップは、更に、前記再構築可能性ランク
に基づく、請求項２に記載の方法。
【請求項５】
　前記照明設定のグループを特定する前記ステップは、更に、前記再構築可能性ランクに
基づく、請求項２に記載の方法。
【請求項６】
　前記ユーザに前記再構築可能性ランクを提供するステップを更に含む、請求項２に記載
の方法。
【請求項７】
　前記コンテキストデータの比較されるものは、前記照明システムのインフラを示す照明
インフラデータを含む、請求項１に記載の方法。
【請求項８】
　前記コンテキストデータの比較されるものは、地理的位置情報を含む、請求項１に記載
の方法。
【請求項９】
　前記照明設定のグループをソートする前記ステップは、前記設定作成者経験レベルに基
づく、請求項１に記載の方法。
【請求項１０】
　自動的に第１のユーザから実際の照明設定を受信し、前記実際の照明設定を推奨照明設
定として第２のユーザに提供する方法であって、前記方法は、
　自動的に第１の照明設定及び対応する第１の照明コンテキストデータを受信するステッ
プであって、前記第１の照明設定は、第１の照明システムの第１のユーザの前記第１の照
明システムの照明特性を示し、前記第１の照明コンテキストデータは、前記第１の照明シ
ステムの少なくとも１つの第１のコンテキストパラメータを示し、前記コンテキストパラ
メータは、前記第１の照明システムの照明器具、前記第１の照明システムの照明コントロ
ーラ、及び前記第１の照明システムの環境のうちの少なくとも１つに関するコンテキスト
を提供する、ステップと、
　前記第１のユーザの照明関連経験レベルを示す前記第１のユーザの経験レベルを決定す
るステップと、
　前記経験レベルを前記照明設定に関連付けるステップと、
　第２の照明システムの第２のユーザから第２の照明コンテキストデータを受信するステ
ップであって、前記第２の照明コンテキストデータは、前記第２の照明システムの少なく
とも１つの第２のコンテキストパラメータを示す、ステップと、
　前記第２のユーザから提案照明設定リクエストを受信するステップと、
　前記第２のコンテキストパラメータと前記第１のコンテキストパラメータとの比較と、
前記第１のユーザの前記経験レベルとに基づいて、前記提案照明設定リクエストに関する
前記第１の照明設定のランクを計算するステップと
を含む、方法。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　［０００１］本発明は、一般的には、少なくとも１つの照明器具の１つ以上の特徴を制
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御するために使用され得る照明設定を対象とする。より具体的には、本明細書に開示され
る様々な発明的方法及び装置は、照明設定の保存、提案、及び／又は使用に関連する。
【背景技術】
【０００２】
　［０００２］デジタル照明技術、すなわち発光ダイオード（ＬＥＤ）等の半導体光源に
基づく照明は、従来の蛍光灯、ＨＩＤ、及び白熱灯に対する実行可能な代替策を提供する
。ＬＥＤの機能上の利点及び利益は、高エネルギー変換効率及び高光学効率、耐久性、よ
り安価な運転費、並びにその他多くのものを含む。ＬＥＤ技術における最近の進歩は、多
くのアプリケーションで多岐にわたる照明効果を使用可能にする効率的且つロバストなフ
ルスペクトル照明源をもたらした。これらの光源を具体化する照明器具の一部は、様々な
色、例えば赤色、緑色、青色を作り出すことができる１つ又は複数のＬＥＤ、並びに様々
な色及び色が変化する照明効果を引き起こすためにＬＥＤの出力を独立に制御するための
プロセッサを含む照明モジュールを特徴とし、例えば、参照によって本明細書に組み込ま
れる米国特許第６，０１６，０３８号及び６，２１１，６２６号で詳細に論じられている
。
【０００３】
　［０００３］現代のＬＥＤベース照明器具等の照明器具は、複数の照明効果の可能性を
提供できる。例えば、ＬＥＤベース照明器具は、輝度、色温度、光の色、光スポットの方
向、光のパターン、及び光の動態等、１つ以上の照明スティングを調整する可能性をエン
ドユーザに提供し得る。これらの複数の照明設定の可能性は、単一の又は複数の照明器具
を備える照明システムを構成するとき、可能な照明オプションの幅広い柔軟性及びパレッ
トをユーザに提供する。しかし、複数の照明設定の可能性は、同時に、不慣れなユーザに
とって照明設定の決定を複雑にする。一部の照明システムは１つ以上のデフォルト設定を
備え、ユーザがデフォルト設定から選択することを可能にし、照明システムの操作を単純
にする。しかし、かかるデフォルト設定は、あらゆる場所に普遍的に適用可能ではない、
あらゆる状況に普遍的に適用可能ではない、及び／又は、ユーザによる利用のために限ら
れた提案照明効果のセットしか提供しない等の１つ以上の欠点を有し得る。
【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
【０００４】
　［０００４］したがって、当該分野には、他の照明システムユーザによって作成された
１つ以上の照明設定を保存、提案、及び／又は使用することにより、照明設定の決定にお
いて照明システムのユーザを補助するニーズが存在する。
【課題を解決するための手段】
【０００５】
　［０００５］本開示は、照明設定を保存、提案、及び／又は使用するための発明的方法
及び装置を対象とする。例えば、一部の実施形態では、照明ユーザへの推奨のための関連
する照明設定のデータベースが管理され、関連する照明設定の少なくとも一部は、それぞ
れ、照明設定を作成したユーザの経験レベルに対応する重みに関連付けられ得る。また、
例えば、一部の実施形態では、照明システムのための関連する照明設定が識別されてもよ
く、関連する照明設定の特定及び／又はソートにおいて、作成者の経験レベル、照明シス
テムコンテキストデータ、及び／又は照明設定の再構築可能性が使用され得る。
【０００６】
　［０００６］一般的に、一側面において、照明ユーザへの推奨のための関連する照明設
定のデータベースを管理する方法が提供され、方法は、変更された照明設定データ及び対
応する識別データを受信するステップであって、変更された照明設定データは、少なくと
も１つの照明器具の照明特性の変更を示し、識別データは、照明器具のユーザを示す、ス
テップと、ユーザの経験レベルに対応する重みを決定するステップと、データベースにお
いて重みを変更された照明設定データに関連付けるステップとを含む。
【０００７】
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　［０００７］一部の実施形態では、経験レベルは、ユーザが照明器具の照明特性の変更
に従事した時間及び回数のうちの少なくとも１つに基づく。
【０００８】
　［０００８］一部の実施形態では、経験レベルは、識別データに基づいて識別され、例
えば、識別データは経験データを含み得る。
【０００９】
　［０００９］一部の実施形態では、経験レベルは、ユーザに関連付けられた人口統計学
的データに基づく。かかる実施形態の一部のバージョンでは、経験レベルは、ユーザの登
録日に基づく。
【００１０】
　［００１０］一部の実施形態では、方法は、照明コンテキストデータを変更された照明
設定データに関連付けるステップを更に含む。かかる実施形態の一部のバージョンでは、
照明コンテキストデータは、ユーザ定義コンテキスト、地理的位置、照明器具タイプ、照
明器具構成、日付、時間、周囲光レベル、部屋の種類、部屋の特性、照明システムの特性
、及びアクティビティのうちの少なくとも１つを含む。照明コンテキストデータは、任意
で、地理的位置及びユーザ定義コンテキストを含んでもよい。
【００１１】
　［００１１］一般的に、他の側面において、照明システムのための関連する照明設定を
識別するための方法が提供され、方法は、識別データ及び照明システムコンテキストデー
タを受信するステップであって、識別データは照明システムのユーザを示し、照明システ
ムコンテキストデータは、照明システムの少なくも１つのコンテキストパラメータを示す
、ステップと、照明システムコンテキストデータの少なくとも一部を、各照明設定に関連
付けられた保存コンテキストデータと比較することにより、照明設定のグループの照明設
定ごとに関連性ランクを計算するステップと、照明設定の関連性ランクに基づいて照明設
定のグループをソートするステップと、照明設定のグループをソートするステップ、及び
、照明設定のより大きなグループから照明設定のグループを特定するステップの少なくと
も１つにおいて照明設定の設定作成者経験レベルを使用するステップとを含む。
【００１２】
　［００１２］一部の実施形態では、方法は、照明設定のグループの照明設定ごとに再構
築可能性ランクを計算するステップを更に含む。かかる実施形態の一部のバージョンでは
、再構築可能性ランクを計算するステップは、照明システムの照明システム構造的データ
を照明設定のそれぞれに関連付けられた構造的データと比較するステップを含む。かかる
実施形態の一部のバージョンでは、照明設定のグループをソートするステップは、更に、
再構築可能性ランクに基づく。かかる実施形態の一部のバージョンでは、照明設定のグル
ープを特定するステップは、更に、再構築可能性ランクに基づく。かかる実施形態の一部
のバージョンでは、方法は、ユーザに再構築可能性ランクを提供するステップを更に含む
。　
【００１３】
　［００１３］一部の実施形態では、コンテキストデータの比較されるものは、照明シス
テムのインフラを示す照明インフラデータを含む。
【００１４】
　［００１４］一部の実施形態では、コンテキストデータの比較されるものは、地理的位
置情報を含む。
【００１５】
　［００１５］一部の実施形態では、照明設定のグループをソートするステップは、設定
作成者経験レベルに基づく。
【００１６】
　［００１６］特定の個人まで辿ることができないよう、識別データは匿名でもよい。
【００１７】
　［００１７］一般的に、一側面において、自動的に第１のユーザから実際の照明設定を
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受信し、実際の照明設定を推奨照明設定として第２のユーザに提供する方法が提供され、
方法は、自動的に第１の照明設定及び対応する第１の照明コンテキストデータを受信する
ステップであって、第１の照明設定は、第１の照明システムの第１のユーザの第１の照明
システムの照明特性を示し、第１の照明コンテキストデータは、第１の照明システムの少
なくとも１つの第１のコンテキストパラメータを示す、ステップと、第１のユーザの経験
レベルを決定するステップと、経験レベルを照明設定に関連付けるステップと、第２の照
明システムの第２のユーザから第２の照明コンテキストデータを受信するステップであっ
て、第２の照明コンテキストデータは、第２の照明システムの少なくとも１つの第２のコ
ンテキストパラメータを示す、ステップと、第２のユーザから提案照明設定リクエストを
受信するステップと、第２のコンテキストパラメータを第１のコンテキストパラメータと
比較し、第１のユーザの経験レベルを分析することにより、提案照明設定リクエストに関
する第１の照明設定のランクを計算するステップとを含む。
【００１８】
　［００１８］他の実施形態は、本明細書に開示される方法の１つ以上のような方法を実
行するためにプロセッサによって実行可能な命令を記憶する非一時的コンピュータ読み取
り可能記憶媒体を含み得る。他の実装形態は、メモリと、メモリ内に記憶される命令を実
行して、本明細書に開示される方法の１つ以上のような方法を実行するよう動作可能な１
つ以上のプロセッサとを含み得る。　
【００１９】
　［００１９］本開示の目的で本明細書において使用される場合、「ＬＥＤ」との用語は
、任意のエレクトロルミネセンスダイオード、又は、電気信号に呼応して放射を発生でき
る、その他のタイプのキャリア注入／接合ベースシステム（ｃａｒｒｉｅｒ　ｉｎｊｅｃ
ｔｉｏｎ／ｊｕｎｃｔｉｏｎ－ｂａｓｅｄ　ｓｙｓｔｅｍ）を含むものと理解すべきであ
る。したがって、ＬＥＤとの用語は、次に限定されないが、電流に呼応して発光する様々
な半導体ベースの構造体、発光ポリマー、有機発光ダイオード（ＯＬＥＤ）、エレクトロ
ルミネセンスストリップ等を含む。特に、ＬＥＤとの用語は、赤外スペクトル、紫外スペ
クトル、及び（通常、約４００ナノメートルから約７００ナノメートルまでの放射波長を
含む）可視スペクトルの様々な部分のうちの１つ又は複数における放射を発生させること
ができるすべてのタイプの発光ダイオード（半導体及び有機発光ダイオードを含む）を指
す。ＬＥＤの幾つかの例としては、次に限定されないが、様々なタイプの赤外線ＬＥＤ、
紫外線ＬＥＤ、赤色ＬＥＤ、青色ＬＥＤ、緑色ＬＥＤ、黄色ＬＥＤ、アンバー色ＬＥＤ、
橙色ＬＥＤ、及び白色ＬＥＤ（以下に詳しく述べる）がある。また、ＬＥＤは、所与のス
ペクトルに対して様々な帯域幅（例えば半波高全幅値（ＦＷＨＭ：ｆｕｌｌ　ｗｉｄｔｈ
ｓ　ａｔ　ｈａｌｆ　ｍａｘｉｍｕｍ））、及び所与の一般的な色分類内で様々な支配的
波長を有する放射（例えば狭帯域幅、広帯域幅）を発生させるように構成及び／又は制御
することができることを理解すべきである。
【００２０】
　［００２０］例えば本質的に白色光を生成するＬＥＤ（例えば白色ＬＥＤ）の一実施態
様は、それぞれ、組み合わされることで混合して本質的に白色光を形成する様々なスペク
トルのエレクトロルミネセンスを放射する複数のダイを含む。別の実施態様では、白色光
ＬＥＤは、第１のスペクトルを有するエレクトロルミネセンスを異なる第２のスペクトル
に変換する蛍光体材料に関連付けられる。この実施態様の一例では、比較的短波長で狭帯
域幅スペクトルを有するエレクトロルミネセンスが、蛍光体材料を「ポンピング（ｐｕｍ
ｐｓ）」して、当該蛍光体材料は、いくぶん広いスペクトルを有する長波長放射を放射す
る。
【００２１】
　［００２１］「スペクトル」との用語は、１つ以上の光源によって生成された放射の任
意の１つ以上の周波数（又は波長）を指すものと理解すべきである。したがって、「スペ
クトル」との用語は、可視範囲内の周波数（又は波長）のみならず、赤外線、紫外線、及
び電磁スペクトル全体の他の領域の周波数（又は波長）も指す。さらに、所与のスペクト
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ルは、比較的狭い帯域幅（例えば、ＦＷＨＭは、基本的に、周波数又は波長成分をほとん
ど有さない）、又は、比較的広い帯域幅（様々な相対強度を有する幾つかの周波数又は波
長成分）を有してよい。当然のことながら、所与のスペクトルは、２つ以上の他のスペク
トルを混合（例えば、複数の光源からそれぞれ放射された放射を混合）した結果であって
よい。
【００２２】
　［００２２］本開示の目的で、「色」との用語は、「スペクトル」との用語と同義に使
用される。しかし、「色」との用語は、通常、観察者によって知覚可能である放射の特性
を主に指すために使用される（ただし、この使用は、当該用語の範囲を限定することを意
図していない）。したがって、「様々な色」との用語は、様々な波長成分及び／又は帯域
幅を有する複数のスペクトルを暗に指す。さらに、当然のことながら、「色」との用語は
、白色光及び非白色光の両方との関連で使用されてもよい。
【００２３】
　［００２３］「照明器具」との用語は、本明細書では、特定の形状因子、アセンブリ又
はパッケージの１つ以上の照明ユニットの実施態様又は配置を指すために使用される。「
照明ユニット」との用語は、本明細書では、同じ又は異なるタイプの１つ以上の光源を含
む装置を指して使用される。所与の照明ユニットは、様々な光源の取付け配置、筐体／ハ
ウジング配置及び形状、並びに／又は、電気及び機械的接続構成の何れか１つを有しても
よい。さらに、所与の照明ユニットは、光源の動作に関連する様々な他の構成要素（例え
ば制御回路）に任意選択的に関連付けられてもよい（例えば含む、結合される、及び／又
は一緒にパッケージされる）。「ＬＥＤベースの照明ユニット」とは、上記した１つ以上
のＬＥＤベースの光源を、単独で又はその他の非ＬＥＤベースの光源との組合せで含む照
明ユニットを指す。「マルチチャネル」照明ユニットとは、それぞれ異なる放射スペクト
ルを発生する少なくとも２つの光源を含むＬＥＤベースの又は非ＬＥＤベースの照明ユニ
ットを指すものであり、各異なる光源スペクトルは、マルチチャネル照明ユニットの「チ
ャネル」と呼ばれる。
【００２４】
　［００２４］本明細書において、用語「コントローラ」は、１つ以上の光源の動作に関
連する様々な装置を表すために使用される。本明細書で論じられる様々な機能を実行する
ために、コントローラは多数の方法で実装され得る（例えば、専用ハードウェアによって
等）。「プロセッサ」は、本明細書で論じられる様々な機能を実行するためにソフトウェ
ア（例えば、マイクロコード）を使用してプログラミンされ得る１つ以上のマイクロプロ
セッサを使用するコントローラの一例である。コントローラは、プロセッサを使用して又
は使用せずに実装され、また、一部の機能を実行するための専用ハードウェアと他の機能
を実行するためのプロセッサとの組み合わせ（例えば、１つ以上のプログラミングされた
マイクロプロセッサ及び付随する回路）として実装されてもよい。本開示の多様な実施形
態において使用され得るコントローラ部品の例は、限定はされないが、従来のマイクロプ
ロセッサ、ＡＳＩＣ（ａｐｐｌｉｃａｔｉｏｎ　ｓｐｅｃｉｆｉｃ　ｉｎｔｅｇｒａｔｅ
ｄ　ｃｉｒｃｕｉｔ）、及びＦＰＧＡ（ｆｉｅｌｄ－ｐｒｏｇｒａｍｍａｂｌｅ　ｇａｔ
ｅ　ａｒｒａｙ）を含む。
【００２５】
　［００２５］多様な実装形態において、プロセッサ又はコントローラは１つ以上の記憶
媒体（本明細書では通常「メモリ」と呼ばれ、例えばＲＡＭ、ＰＲＯＭ、ＥＰＲＯＭ、Ｅ
ＥＰＲＯＭ、フロッピー（登録商標）ディスク、コンパクトディスク、光学ディスク、磁
気テープ等の揮発性及び非揮発性コンピュータメモリ）に関連付けられ得る。一部の実装
形態において、記憶媒体は、１つ以上のプロセッサ及び／又はコントローラ上で実行され
ると、本明細書で説明される機能のうちの少なくとも一部を実行する１つ以上のプログラ
ムによって符号化され得る。様々な記憶媒体がプロセッサ若しくはコントローラ内に固定
され、又は移動可能でもよく、記憶媒体上に記憶された１つ以上のプログラムがプロセッ
サ若しくはコントローラにロードされて、本明細書に説明される本発明の多様な側面を実
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行してもよい。本明細書において、用語「プログラム」又は「コンピュータプログラム」
は広義の意味で使用され、１つ以上のプロセッサ又はコントローラをプログラミングする
ために用いることができるあらゆる種類のコンピュータコード（例えば、ソフトウェア又
はマイクロコード）を指す。
【００２６】
　［００２６］「アドレス指定可能」という用語は、本明細書では、それ自体を含む複数
の装置に宛てられた情報（例えばデータ）を受信し、自らを対象とする特定の情報に選択
的に応答するように構成される装置（例えば全般的な光源、照明ユニットや照明器具、１
つ又は複数の光源若しくは照明ユニットに関連するコントローラやプロセッサ、他の照明
に関係しない装置等）を指すために使われる。「アドレス指定可能」という用語は、複数
の装置が何らかの通信媒体によって共に結合されるネットワーク化された環境（又は以下
で更に論じられる「ネットワーク」）に関してしばしば使われる。
【００２７】
　［００２７］あるネットワークの実装形態では、ネットワークに結合される１つ又は複
数の装置が、そのネットワークに結合される１つ又は複数の他の装置用のコントローラの
役割を（例えばマスタ／スレーブの関係で）果たし得る。別の実装形態では、ネットワー
ク化された環境が、ネットワークに結合される装置の１つ又は複数を制御するように構成
される１つ又は複数の専用コントローラを含み得る。慨して、ネットワークに結合される
複数の装置は通信媒体上にあるデータにそれぞれアクセスすることができるが、例えば割
り当てられる１つ又は複数の特定の識別子（例えば「アドレス」）に基づきネットワーク
と選択的にデータをやり取りする（すなわちデータを送受信する）ように構成されるとい
う点で、所与の装置を「アドレス指定可能」としても良い。
【００２８】
　［００２８］本明細書で使用するとき、「ネットワーク」という用語は、ネットワーク
に結合される２台以上の任意の装置間及び／又は複数の装置間の（例えば装置制御、デー
タ記憶、データ交換等のための）情報の搬送を助ける、２台以上の装置（コントローラや
プロセッサを含む）の任意の相互接続を指す。容易に理解されるように、複数の装置を相
互接続するのに適したネットワークの様々な実装形態は、多岐にわたるネットワークトポ
ロジの何れかを含むことができ、多岐にわたる通信プロトコルの何れを使用しても良い。
更に、本開示による様々なネットワークでは、２台の装置間の任意の１つの接続が２つの
システム間の専用接続、又は非専用接続に相当し得る。２台の装置を対象とした情報を運
ぶことに加え、かかる非専用接続は必ずしも２台の装置の何れも対象としない情報を運ぶ
こともある（例えばオープンネットワーク接続）。更に、本明細書で論じられる装置の様
々なネットワークは、ネットワーク全体にわたる情報搬送を助ける１つ又は複数の無線、
有線／ケーブル、及び／又は光ファイバリンクを用いても良いことが容易に理解されよう
。
【００２９】
　［００２９］本明細書において使用される場合、用語「ユーザインターフェイス」は、
ユーザとデバイスとの間の通信を可能にする、人間のユーザ又はオペレーターと１つ以上
のデバイスとの間のインターフェイスを指す。本開示の多様な実施形態において使用され
得るユーザインターフェイスの例は、限定はされないが、スイッチ、ポテンショメータ、
ボタン、ダイヤル、スライダー、マウス、キーボード、キーパッド、多様なゲームコント
ローラ（例えば、ジョイスティック）、トラックボール、表示画面、多様なグラフィカル
ユーザインターフェイス（ＧＵＩ）、タッチスクリーン、マイク、及び、人間が生成する
何らかの形態の刺激を受信し、それに応じて信号を生成し得る他の種類のセンサを含み得
る。
【００３０】
　［００３０］上記概念、及び下記において詳細に説明される他の概念の組み合わせの全
てが（かかる概念が互いに矛盾しないことを前提として）、本明細書が開示する発明的主
題の一部として考えられることを理解されたい。特に、本開示の末尾に示す特許請求の主
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題のあらゆる組み合わせが、本開示の主題の一部として考えられる。また、本明細書で明
確に使用され、また参照によって組み込まれる開示内にも現れ得る用語は、本開示が開示
する特定の概念と最も調和する意味を与えられるべきであると理解されたい。
【図面の簡単な説明】
【００３１】
　［００３１］図面において、同様の参照符号は通常異なる図を通して同じ部分又は部品
を指す。また、図面は必ずしも縮尺通りではなく、通常、本発明の原理を説明することに
重点が置かれる。
【図１】［００３２］図１は、１つ以上の照明設定を保存、提案、及び／又は使用するた
めに使用され得る例示的な一実施形態を示す。
【図２】［００３３］図２は、１つ以上の照明設定を保存、提案、及び／又は使用するた
めに使用され得る例示的な他の実施形態を示す。
【図３】［００３４］図３は、ユーザの変更照明設定の重み係数の決定の一例を示す。
【図４】［００３５］図４は、関連する照明設定のデータベースを管理する方法の一例の
フローチャートを示す。
【図５】［００３６］図５は、関連する照明設定を特定する方法の一例のフローチャート
を示す。
【図６】［００３７］図６は、再構築可能性ランクを計算及び使用する方法の一例のフロ
ーチャートを示す。
【発明を実施するための形態】
【００３２】
　［００３８］現代のＬＥＤベース照明器具等の照明器具は、複数の照明効果の可能性を
提供できる。これらの複数の照明設定は、照明システムを構成するとき可能な照明オプシ
ョンの幅広い柔軟性及びパレットをユーザに提供する。しかし、複数の照明設定は、同時
に、不慣れなユーザにとって照明設定の決定を複雑にする。一部の照明システムは１つ以
上のデフォルト設定を備え、ユーザがデフォルト設定から選択することを可能にし、照明
システムの操作を単純にする。しかし、かかるデフォルト設定は１つ以上の欠点を有し得
る。したがって、出願人は、他の照明システムユーザによって作成された１つ以上の照明
設定を保存、提案、及び／又は使用することにより、照明設定の決定において照明システ
ムのユーザを補助するニーズを認識及び理解した。
【００３３】
　［００３９］より一般的には、出願人は、照明設定を保存、提案、及び／又は使用する
ための方法及び装置を提供することが有益であろうことを認識及び理解した。
【００３４】
　［００４０］上記に照らして、本発明の多様な実施形態は、少なくとも１つの照明器具
の１つ以上の特徴を制御するために使用され得る照明設定を対象とする。
【００３５】
　［００４１］ＬＥＤを使用する照明器具等の照明器具は、照明器具を複数の照明設定に
わたって制御することを可能にし得る。例えば、ローカル及び／又はセグメント照明コン
トローラは、照明器具が生成する光の強度レベル、色温度、サイズ、形状、方向、パター
ン、動態、及び／又は色の制御を指示し得る。本明細書に開示される方法及び装置の一部
の実施形態は、１つ以上の照明設定を、１つ以上の照明器具を制御するコントローラから
照明設定を保存するためのデータベースに伝送することを可能にし得る。本明細書に開示
される方法及び装置の一部の実施形態は、コントローラによる推奨照明設定の実行のため
に、１つ以上の推奨照明設定を、データベースから１つ以上の照明器具を制御するコント
ローラに伝送可能であり得る。方法及び装置の一部の実施形態は、実行された照明設定の
データベースへの伝送及び／又はデータベースからの推奨照明設定の伝送を可能にし得る
。本開示の利益を享受した当業者は、１つ以上の照明器具のための追加の及び／又は代替
的な照明設定が、本明細書に開示される１つ以上の方法及び／又は装置に従って、受信、
送信、及び／又は実行され得ることを認識及び理解するであろう。
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【００３６】
　［００４２］図１を参照すると、１つ以上の照明設定を保存、提案、及び／又は使用す
るために使用され得る例示的な実施形態が示されている。照明設定は、照明器具が生成す
る光出力を制御するために設定されるパラメータ（例えば、色、形状、輝度、方向、パタ
ーン、動態）を含み、更に、照明器具の挙動を制御するためのパラメータ（例えば、特定
の時刻に自動的に消灯する、特定の時刻に又は特定のイベント若しくは入力に応じて自動
的に調光する、及び／又は人がいなくなったときに自動的に消灯する）を含み得る。図１
の例示的な実施形態は、当該実施形態の様々な構成要素間の通信を容易にする通信ネット
ワーク１０１を含む。一部の実施形態では、通信ネットワーク１０１はインターネット、
１つ以上のイントラネット、及び／又は１つ以上のバスサブシステムを含み得る。
【００３７】
　［００４３］通信ネットワーク１０１は、任意で、１つ以上の通信媒体、通信技術、プ
ロトコル、及び／又はプロセス間通信技術を使用し得る。例えば、通信媒体は任意の適切
な物理的媒体を含み、例えば、ツイストペア同軸ケーブル、光ファイバー、並びに／又は
、例えば赤外線、マイクロ波、又は符号化可視光通信と照明器具ネットワーク内の通信の
実施に適した任意の送信機、受信機、若しくは送受信機とを使用する無線リンクが含まれ
る。また、例えば、通信技術はデータ伝送のための任意の適切なプロトコルを含み、例え
ば、ＴＣＰ／ＩＰ、イーサネット（登録商標）系、ＵＳＢ、Ｂｌｕｅｔｏｏｔｈ（登録商
標）、ＦｉｒｅＷｉｒｅ、Ｚｉｇｂｅｅ（登録商標）、ＤＭＸ、Ｄａｌｉ、８０２．１１
ｂ、８０２．１１ａ、８０２．１１ｇ、トークンリング、トークンバス、シリアルバス、
商用電源の電力線ネットワーキング若しくは低圧電線、及び／又は任意の他の適切な無線
若しくは有線プロトコルが含まれる。
【００３８】
　［００４４］図１において、互いに通信する複数の照明ノードを備える分散ネットワー
クが与えられる。照明ノードはそれぞれ少なくとも１つの照明器具と、照明器具を制御す
る少なくとも１つの照明コントローラとを含む。照明ノードは、任意で、特定の家庭、病
室、ホテルの部屋、オープンスペースオフィス等の特定の場所に設置され得る。各照明ノ
ードのコントローラは、分散ネットワークの他の照明ノードと直接又は間接的に通信し、
ユーザによってローカルに制御され得る。図１には複数のかかる照明ノード１４０が示さ
れている。照明ノード１４０は通信ネットワーク１０１を介して互いに、及びあるローカ
ル照明ノードと通信する。ローカル照明ノードは図１において特に詳細に図示され、複数
の照明器具１３０と通信してそれらを制御する照明コントローラ１２０を含む。照明コン
トローラ１２０はローカルストレージ１１５及びローカル処理エンジン１１０と通信する
。一部の実施形態では、ローカルストレージ１１５及び／又はローカル処理エンジン１１
０は照明ノードの一部であり得る。一部の実施形態では、ローカル処理エンジン１１０及
び／又はローカルストレージ１１５はパソコン及び／又はタブレットコンピュータ等のコ
ンピューティングデバイスの一部であり得る。コンピューティングデバイスは、データ及
びソフトウェアアプリケーションを記憶するためのメモリ、データにアクセス及びアプリ
ケーションを実行するためのプロセッサ、並びに通信ネットワーク１０１上の通信を容易
にする要素を含み得る。コンピューティングデバイスは、ユーザが照明コントローラ１２
０と通信することを可能にする１つ以上のアプリケーションを実行し得る。
【００３９】
　［００４５］一部の実施形態では、通信ネットワーク１０１は、近接する照明ノード間
のＲＦ接続性を含み得る。例えば、近接する照明ノード間のＲＦベース通信は、近くに位
置する家、アパート等の照明ノード間の通信を可能にするために使用され得る。したがっ
て、本明細書に開示されるように、良く似た間取り及び類似するローカル条件又は状況を
有するユーザが互いの照明設定を活用することができる。このような近接するコミュニテ
ィ内では、ユーザは良く似た自然照明条件、ダイニングルーム又は寝室等の類似する配置
及び／又は構成等を有し、結果として、近所間では照明設定の関連性が比較的高い可能性
がある。個々のユーザは、システムに関してより多くの経験があり、且つ／又はよりアク
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ティブなユーザであり、システムの実験により多くの労力を注ぐ隣人から恩恵を受けるこ
とができる。
【００４０】
　［００４６］照明器具１３０の照明設定の調整を可能にするために、１つ以上のユーザ
インターフェイスが照明コントローラ１２０と通信し得る。例えば、照明コントローラ１
２０と通信するコンピューティングデバイスのユーザインターフェイスが利用され得る。
例えば、一部の実施形態では、携帯電話及び／又はタブレットコンピュータのユーザイン
ターフェイスが照明コントローラ１２０と通信し、１つ以上の照明設定を変更するために
使用され得る。ユーザが照明コントローラ１２０を介して照明設定を直接調整する場合、
変更された照明設定のパラメータはローカルストレージ１１５にローカルに保存され、更
に／又は他のデータベース（例えば、照明ノードネットワークの他のローカルストレージ
及び／又は通信ネットワーク１０１を介してアクセス可能な他のストレージ）に送信され
て保存され得る。ユーザが照明コントローラ１２０を介して、保存された照明設定から照
明設定の調整を開始する場合、ローカルストレージ１１５及び／又は他のデータベース（
例えば、照明ノードネットワークの他のローカルストレージ及び／又は通信ネットワーク
１０１を介してアクセス可能な他のストレージ）から保存照明設定が実行のために引き出
され得る。
【００４１】
　［００４７］一部の実施形態では、ユーザによる直接の調整によって開始された変更調
整設定は、関連する照明コンテキストパラメータと組み合わせて保存されてもよい。照明
コンテキストパラメータは、照明ノード内に存在する照明器具及び／若しくは照明コント
ローラの種類並びに／又は照明ノードが存在する環境に関する追加のコンテキストを提供
する追加パラメータである。例えば、照明コンテキストパラメータは照明器具の種類、照
明器具の地理的位置、季節、時刻、アクティビティ、ユーザ定義コンテキスト等を含み得
る。ユーザ定義コンテキストは、照明設定が対象とする状況又はアクティビティを記述す
る１つ以上の記述子を含み得る。例えば、ユーザ定義記述子はダイニングエリア、病室、
ホテルのロビー、スポーツショップ、小売り環境等を含み得る。ユーザ定義コンテキスト
が使用される一部の実施形態では、ユーザは、照明コントローラ１２０の構成中、新しい
照明設定の作成中、及び／又は随時、コンテキストを定義し得る。本明細書で説明される
ように、照明コンテキストパラメータを使用する一部の実施形態では、照明コンテキスト
パラメータは別のユーザに関連し得る照明設定を識別するために使用され得る（例えば、
地理的優先度、季節的優先度、時間優先度等に基づいて）。
【００４２】
　［００４８］一部の実施形態では、１つ以上の照明コンテキストパラメータを決定する
ために１つ以上のセンサが使用され得る。例えば、１つ以上の環境条件を示すデータを提
供するために、１つ以上のセンサがローカル処理エンジン１１０及び／又は照明コントロ
ーラ１２０と通信してもよい。センサは、例えば、ＧＰＳセンサ（地理的位置を決定する
ため）、照明レベルセンサ（周囲光レベル及び／又は照明器具光出力レベルを決定するた
め）、温度センサ（周囲温度及び／又は照明器具温度を決定するため）、及び／又は存在
、位置、アクティビティ等を抽出するために使用される視覚ベースのスマートセンサ等を
含み得る。一部の実施形態では、照明ノードはインターネットへの接続性を有し、照明ノ
ードのＩＰアドレス及びＩＰアドレスによる地理的位置の探知に基づいて地理的位置が決
定され得る。
【００４３】
　［００４９］ローカル処理エンジン１１０は、任意で、ユーザによって変更された照明
設定を、任意で他のデータとの組み合わせで、照明コントローラ１２０から受信し、本明
細書に説明される技術を用いて、かかる変更された照明設定をローカルストレージ１１５
又は他のデータベースにおける保存のために関連付け更に／又は送信してもよい。ローカ
ル処理エンジン１１０は、更に又は代わりに、任意で、ローカルストレージ１１５又は他
のデータベース（例えば、他の照明ノードのローカルストレージ）から１つ以上の保存照
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明設定を受信し、保存照明設定の関連性ランクを計算し、保存照明設定を使用するか否か
、及び／又は照明コントローラ１２０による潜在的な使用のために保存照明設定をユーザ
に表示するか否かを決定する。
【００４４】
　［００５０］一部の実施形態では、ローカル処理エンジン１１０は本明細書に開示され
る方法、例えば図４－図６を参照して説明される方法のステップの１つ以上を実行し得る
。ローカル処理エンジン１１０は、ハードウェア、ファームウェア、及び／又はハードウ
ェア上で動作するソフトウェア内に実装され得る。例えば、ローカル処理エンジン１１０
は１つ以上のコンピューティングデバイス内に実装され得る。
【００４５】
　［００５１］一部の実施形態では、ある場所（例えば、ダイニングエリア、リビングル
ーム、ロビー、病室）の１つ以上の照明器具にとって最も関連する又は適切な設定をリク
エストするために、ユーザはユーザインターフェイスを使用し得る。ユーザリクエストに
応じて、ローカル処理エンジン１１０はローカルストレージ１１５又は他のデータベース
から複数の保存照明設定を受信し、保存照明設定の関連性ランクを計算し、トップクラス
の関連性ランクを決定し得る。受信される保存照明設定は、それぞれ、関連性ランクを計
算するための１つ以上の関連するパラメータを含み得る。照明設定の関連性ランクは、そ
の照明設定の人気、リクエスタ照明ノードのユーザプリファレンスに対するその照明設定
の類似度、リクエスタ照明ノードの実際の照明器具タイプに対するその照明設定の照明器
具タイプの類似度、リクエスタ照明ノードの実際の照明器具の地理的位置に対するその照
明設定の地理的位置の類似度等のうちの１つ以上に基づき決定され得る。
【００４６】
　［００５２］一部の実施形態では、関連性ランクを計算するために用いられる１つ以上
のファクタの重み付けはアプリケーション依存性でもよく、更に／又はユーザによって調
整されてもよい。例えば、地理的位置に与えられる重みはアプリケーションに依存しても
よいし、更に／又はユーザによって調整されてもよい。例えば、一部の実施形態では、光
強度はローカル自然照明レベル、地域的プリファレンス、間取り等に依存し得るので、ユ
ーザ及び／又はアプリケーションによる光強度調整において、近隣からの保存照明設定に
より高い価値が与えられてもよい。また、例えば、一部の実施形態では、遠方に位置する
専門家から恩恵を受けるために、ユーザ及び／又はアプリケーションは、有色照明又は動
的設定に関して遠方のユーザにより多くの重みを与え得る。
【００４７】
　［００５３］一部の実施形態では、関連性ランクは、リクエスタ照明ノードのコンテキ
ストデータと保存照明設定に関連付けられたコンテキストデータとの間のコサイン類似度
として計算され得る。コサイン類似度は、空間次元が、例えばユーザプリファレンス、照
明器具タイプ、地理的位置等の関連するコンテキストパラメータを１つ以上含み得るベク
トル空間内で決定され得る。一部の実施形態では、関連性ランクが決定される保存照明設
定のグループは、特定の保存照明設定のみを含むよう最初にフィルタリングされ得る。例
えば、一部の実施形態では、同じコンテキスト記述子（例えば、ホテルロビーのみ、リビ
ングルームのみ、バスルームのみ）に関連する保存照明設定のグループ、及び／又は１つ
以上の同じ照明器具タイプ（例えば、スポットライト、ダイニングテーブル照明器具）の
うちの少なくとも１つを含む保存照明設定のグループについてのみ関連性ランクが決定さ
れ得る。また、例えば、一部の実施形態では、保存照明設定の再構築可能性ランクが本明
細書に開示されるように決定されてもよく、関連性ランクは、閾値ランクより高い再構築
可能性ランクを有する保存照明設定についてのみ決定されてもよい。その後、得られた保
存照明設定のグループは、例えば照明設定の関連性ランク、照明設定の人気、及び／又は
照明設定を作成したユーザの経験レベル等のファクタの１つ以上に基づいてソートされ得
る。
【００４８】
　［００５４］その後、ソートされた保存照明設定の１つ以上がユーザに提供され、（選
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択肢が存在する場合は）ユーザがどの保存照明設定を実行するかを選択してもよい。例え
ば、ユーザは照明コントローラ１２０を介した実行によりトップ５の保存照明設定を視覚
化し、これによりユーザがトップ５の保存照明設定のうちどれが好ましいかを選択するこ
とを可能にしてもよい。また、例えば、トップクラスの照明設定に関する情報が照明コン
トローラ１２０と通信するコンピューティングデバイスのディスプレイ上に与えられ、ユ
ーザがユーザインターフェイスを用いて実行される１つを選択してもよい。
【００４９】
　［００５５］一部の実施形態では、ユーザは、作動の度に照明コントローラ１２０及び
照明器具１３０を介してトップクラスの保存照明設定のうちの１つをアクティブにするア
クチュエータインターフェイス（例えば、タッチスクリーン上の「サジェスト」ボタン）
を使用してもよい。アクチュエータインターフェイスを複数回使用することにより、ユー
ザは、ユーザによる観察のために照明コントローラ１２０及び照明器具１３０を介して即
座にアクティブ化された異なる照明設定を効果的に「閲覧」し得る。任意で、一部の実施
形態では、ユーザが各照明設定の閲覧中に前後に移動できるよう、「戻る」ボタンが加え
られてもよい。また、任意で、一部の実施形態では「いいね！」ボタン（‘like’ butto
n）が提供されてもよく、このボタンが作動された場合、現在作動された保存ユーザ照明
設定の「ソースユーザ／作成者」の照明設定をより高くランク付けするようシステムをト
リガし得る。
【００５０】
　［００５６］また、ユーザは、自動的に照明コントローラ１２０及び照明器具１３０を
介して保存照明設定を実行するというオプションを有し得る。例えば、変化したコンテキ
スト（例えば、夜から昼、夏から秋）に適した保存照明設定が提供されてもよいし、又は
単純に、新しく保存されたユーザ照明設定が時折実行されもよい（例えば、ランダムで、
所定の間隔で、新しいより合致する保存ユーザ照明設定が利用可能になったとき）。更に
、ユーザは任意でネットワーク内の特定のユーザによって作成された保存照明設定を定期
購読してもよい。特定のユーザは友人、最もフォローされている人、及び／又は有名な照
明デザイナーであり得る。一部の実施形態では、フォローされているユーザが新しい照明
設定を作成するたびにユーザの照明設定が自動的に更新されてもよい。一部の実施形態で
は、フォローされているユーザが新しい保存照明設定を作成した後、潜在的な実行のため
に、フォローされているユーザの新しい保存照明設定がユーザに提示されてもよい。
【００５１】
　［００５７］一部の実施形態では、特定のユーザ定義コンテキスト記述子に関する所定
の数のトップ関連保存照明設定がユーザに提供されてもよい。これは、コンテキスト記述
子が既に特定されている複数のデフォルトプリセットのうちの１つを選択することによっ
て実現され得る（例えば、ユーザはデフォルトの「バスルーム」設定を選択する）。「上
位の結果」オプションを含むユーザインターフェイスがユーザに提示されてもよく、この
オプションをクリックすることにより、関連データとともにクエリーが送信され、所与の
ユーザの上位の照明設定結果が自動的に引き出される。
【００５２】
　［００５８］一部の実施形態では、特定の範囲を超える照明設定の変更を防ぐために、
特定の照明設定に制約が課されてもよい。例えば、病院内の１つ以上の照明器具の照明設
定は医療専門家によって患者の概述リズム調節に関連して調整され、かかる照明設定は患
者によるあらゆるローカルな変更の試みを支配し得る。
【００５３】
　［００５９］一部の実施形態では、本明細書に開示される方法及び装置の起動の開始時
、保存照明設定データベースは全く事前設定されなくてもよいし、又は十分な程度に事前
設定されてもよい。かかる折、任意で、専門照明デザイナーによって作成されたデフォル
ト照明設定が保存照明設定として使用されてもよい。実際のユーザがデフォルト設定を変
更する又は独自の設定を作成し始めるやいなや、かかる変更された設定は１つ以上の保存
照明設定データベース内に記録され得る。
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【００５４】
　［００６０］図１に示される環境より多くの又は少ない構成要素を備える多くの他の構
成が可能である。例えば、図１ではローカル処理エンジン１１０、ローカルストレージ１
１５、及び照明コントローラ１２０は別々の構成要素として示されているが、一部の実施
形態ではローカル処理エンジン１１０、ローカルストレージ１１５、及び／又は照明コン
トローラ１２０は任意で部分的に又は完全に１つのデバイスに統合され得ると理解される
。
【００５５】
　［００６１］図２は、１つ以上の照明設定の保存、提案、及び／又は使用を可能にする
ために使用され得る他の例示的な環境を示す。この環境は、環境内の様々な構成要素間の
通信を容易にする通信ネットワーク２０１を含む。環境は、照明設定管理エンジン２１０
、照明設定提案エンジン２１２、コンテンツデータベース２１５、照明コントローラ２３
０Ａ、２３０Ｂ、及び照明システム２３２Ａ、２３２Ｂを含む。照明システム２３２Ａ、
２３２Ｂは複数の照明器具を含み、それぞれ照明コントローラ２３０Ａ、２３０Ｂによっ
て制御される。他の実施形態では追加の照明コントローラ及び／又は照明システムが提供
され得る。
【００５６】
　［００６２］一部の実施形態では、ユーザはユーザインターフェイスを使用してもよく
、照明コントローラ２３０Ａ、２３０Ｂのうちの１つとインタラクトして、照明システム
２３２Ａの照明設定を手動で調整、及び／又は１つ以上の保存照明設定をリクエストして
もよい。ユーザの指示によって変更された照明設定は、任意で照明コンテキストパラメー
タ及び／又は他のデータと組み合わせて、ネットワーク２０１を介して照明設定管理エン
ジン２１０に伝達され得る。変更照明設定及び／又は関連付けられたデータは、将来の他
のユーザによるかかる変更照明設定の引き出しを可能にするために、照明設定管理エンジ
ン２１０によってコンテンツデータベース２１５内に保存されてもよい。一部の実施形態
では、照明設定管理エンジン２１０は、照明設定のデータベースの管理に概して関連する
本明細書に開示される方法、例えば図１、図３、及び／又は図４を参照して説明される方
法等のステップのうちの１つ以上を実行してもよい。照明設定管理エンジン２１０はハー
ドウェア、ファームウェア、及び／又はハードウェア上で動作するソフトウェア内に実装
され得る。例えば、照明設定管理エンジン２１０は１つ以上のコンピュータサーバ内に実
装されてもよい。
【００５７】
　［００６３］１つ以上の照明設定を求めるリクエストが照明設定提案エンジン２１２に
伝達されてもよい。照明設定提案エンジン２１２は、コンテンツデータベース２１５等か
ら１つ以上の保存照明設定を引き出し、かかる照明設定をリクエストしている照明コント
ローラ２３０Ａ、２３０Ｂに供給し得る。一部の実施形態では、照明設定提案エンジン２
１２は、リクエストしている照明コントローラ２３０Ａ、２３０Ｂによって供給されたデ
ータとコンテンツデータベース２１５内の保存照明設定に関連付けられたデータとの比較
に基づき、関連性ランク及び／又は再構築可能性ランクを計算し得る。照明設定提案エン
ジン２１２は、関連性ランク及び／若しくは再構築可能性ランクに基づいて与えられた照
明設定をソートしてもよく、更に／又は、リクエストしている照明コントローラ２３０Ａ
、２３０Ｂがソートできるよう関連性ランク及び／若しくは再構築可能性ランクを提供し
てもよい。一部の実施形態では、リクエストしている照明コントローラ２３０Ａ、２３０
Ｂ、又は他のローカルプロセッサは、照明設定提案エンジン２１２から供給されるデータ
に基づいて関連性ランク及び／又は再構築可能性ランクを計算し得る。一部の実施形態で
は、照明設定提案エンジン２１２は、照明システムの関連照明設定を識別することに概し
て関連する本明細書に開示される方法、例えば図１、図５、及び図６に関連して説明され
る方法等のステップのうちの１つ以上を実行し得る。照明設定提案エンジン２１２はハー
ドウェア、ファームウェア、及び／又はハードウェア上で動作するソフトウェア内に実装
され得る。例えば、照明設定提案エンジン２１２は１つ以上のコンピュータサーバ内に実
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装されてもよい。
【００５８】
　［００６４］図２に示される環境より多くの又は少ない構成要素を備える多くの他の構
成が可能である。例えば、図２では照明設定管理エンジン２１０、コンテンツデータベー
ス２１５、照明設定提案エンジン２１２は別々の構成要素として示されているが、一部の
環境では照明設定管理エンジン２１０、コンテンツデータベース２１５、及び／又は照明
設定提案エンジン２１２は単一の構成要素として組み合わせられ得ると理解される。また
、例えば、一部の実施形態では照明設定管理エンジン２１０及び／又はコンテンツデータ
ベース２１５によって実行されると説明される方法の全て又はいくつかの側面が、一部の
実施形態では、照明コントローラ２３０Ａ、２３０Ｂ、及び／又は照明コントローラ２３
０Ａ、２３０Ｂと通信する１つ以上のローカルプロセッサによって実行されてもよい。
【００５９】
　［００６５］図３は、ユーザの変更照明設定のための重み係数の決定の一例を示す。重
み係数はデータベース内で保存された変更照明設定に関連付けられてもよい。例えば、ロ
ーカル処理エンジン１１０がユーザの重み係数を決定し、ローカルストレージ１１５にお
いてその重み係数をそのユーザによって供給される照明設定と関連付けてもよい。また、
例えば、照明設定管理エンジン２１０がユーザの重み係数を決定し、コンテンツデータベ
ース２１５においてその重み係数をそのユーザによって供給される照明設定と関連付けて
もよい。一部の実施形態では、重み係数は、照明設定の実行時における変更照明設定を実
行したユーザの経験レベルに基づき得る。例えば、図３に示されるように、ユーザが実行
する変更照明設定に関連付けられる重み係数は、ユーザが作成した変更照明設定の数に応
じて上昇し得る。一部の実施形態では、変更照明設定の数は、ユーザが特定の照明システ
ムに関して作成した変更照明設定のみであり得る。一部の実施形態では、変更照明設定の
数は、ユーザがあらゆる照明システムに対して作成したあらゆる記録可能な変更照明設定
であり得る。図３の重み係数は、ユーザによる照明設定変更の数を特定し、その照明設定
変更数に対応する対応重み係数を特定することによって決定され得る。例えば、図３に示
されるように、変更数Δτにおける重み係数は、その点における重み曲線の値に等しい。
【００６０】
　［００６６］一部の実施形態では、重み係数は、ユーザが変更照明設定を作成する対象
の照明システムを有していた時間に基づき、ユーザ照明システムを有していた時間が長い
ほど上昇してもよい。一部の実施形態では、重み係数はユーザが何らかの照明システムを
有していた時間に基づき、何らかの照明システムを有していた時間が長いほど上昇しても
よい。一部の実施形態では、重み係数は、ユーザの経験レベルの指標を与える保存された
ユーザプロフィールに基づき得る。例えば、保存されるプロフィールは、ユーザが照明推
奨及び／又は保存システムに登録されていた期間の指標を提供し得る。また、例えば、保
存されるプロフィールは、職業、教育、及び／又は訓練等のユーザの経験を特定する人口
統計学的情報を含んでもよい。例えば、照明デザイナーとして働くユーザは、変更照明設
定について高い重み係数を受け得る。
【００６１】
　［００６７］一部の実施形態では、保存照明設定の関連性ランクの決定において重み係
数が使用され得る。例えば、ローカル処理エンジン１１０及び／又は照明設定提案エンジ
ン２１２は、照明設定の関連性ランクを計算するとき、照明設定に関連付けられた重み係
数を、任意で１つ以上の追加の係数と組み合わせて、使用し得る（例えば、重み係数が高
いほど関連性ランクを高くする）。一部の実施形態では、ユーザが関連性ランクの決定に
おいて重み係数にどれだけの重みを与えるかを特定してもよい。一部の実施形態では、特
定された保存照明設定のソートにおいて重み係数が使用されてもよい。例えば、ローカル
処理エンジン１１０及び／又は照明設定提案エンジン２１２は、重み係数に基づいて、又
は任意で１つ以上の追加の係数との組み合わせに基づいて、特定された保存照明設定をソ
ートしてもよい。一部の実施形態では、ユーザが特定された保存照明設定のソートにおい
て重み係数にどれだけの重みを与えるかを特定してもよい。一部の実施形態では、保存照
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明設定のフィルタリングにおいて重み係数が使用され得る。例えば、ローカル処理エンジ
ン１１０及び／又は照明設定提案エンジン２１２は、重み係数に基づいて、又は任意で１
つ以上の追加の係数との組み合わせに基づいて、関連性ランクの計算前及び／又は後に特
定された保存照明設定をフィルタリングし得る。例えば、一部の実施形態では、関連性ラ
ンクが決定される保存照明設定のグループが、まず、少なくとも閾値重み係数を有する保
存照明設定のみを含むようフィルタリングされ得る。一部の実施形態では、関連性ランク
の計算の前又は後の保存照明設定のフィルタリングにおいて、ユーザが閾値重み係数を特
定してもよい。
【００６２】
　［００６８］図４は、関連する照明設定のデータベースの管理方法の一例のフローチャ
ートを示す。他の実施形態はステップを他の順番で実行し、特定のステップを省略し、更
に／又は図４に示されるステップとは異なるステップ及び／若しくは追加のステップを実
行し得る。便宜上、プロセスを実行する１つ以上のコンピュータのシステムに関連して図
４の特徴を説明する。システムは、例えば、照明コントローラ１２０、ローカル処理エン
ジン１１０、照明コントローラ２３０Ａ、２３０Ｂ、及び／又は照明設定管理エンジン２
１０を含み得る。
【００６３】
　［００６９］ステップ４００において、変更された照明設定が受信される。例えば、一
部の実施形態では、変更された照明設定データは、ユーザが開始したユーザインターフェ
イスを介する直接の１つ以上の設定変更に応じて、照明コントローラから受信され得る。
一部の実施形態では、変更された照明設定は、照明コントローラ１２０、ローカル処理エ
ンジン１１０、照明コントローラ２３０Ａ、２３０Ｂ、及び／又は照明設定管理エンジン
２１０において受信され得る。
【００６４】
　［００７０］ステップ４０５において、変更された照明設定データに対応するユーザ識
別データが受信される。例えば一部の実施形態では、ユーザ識別データは、ユーザが開始
したユーザインターフェイスを介する直接の１つ以上の設定変更に応じて、照明コントロ
ーラから受信され得る。ユーザ識別データは、変更照明設定データを伝送する照明システ
ムの識別を可能にするデータを含む。一部の実施形態では、ユーザ識別データはユーザ指
定ログイン情報、ＭＡＣアドレス、ＩＰアドレス、及び／又は他の識別子を含み得る。一
部の実施形態では、ユーザ識別データは照明コントローラ１２０、ローカル処理エンジン
１１０、照明コントローラ２３０Ａ、２３０Ｂ、及び／又は照明設定管理エンジン２１０
において受信され得る。一部の実施形態では、ユーザ識別データは、ユーザ識別データが
特定の個人まで辿られ得ることを防ぎ、ユーザのアイデンティティを保護するために、任
意で、匿名でもよい。
【００６５】
　［００７１］ステップ４１０において、ユーザ体験レベルに対応する重みが決定される
。例えば、一部の実施形態では、伝送されたユーザ識別データを用いてデータベースから
対応する重みが引き出され得る。また、例えば、一部の実施形態では、重みデータは、変
更照明設定を伝送した照明コントローラによって伝送されてもよい。一部の実施形態では
、重みは照明コントローラ１２０、ローカル処理エンジン１１０、照明コントローラ２３
０Ａ、２３０Ｂ、及び／又は照明設定管理エンジン２１０によって決定され得る。
【００６６】
　［００７２］ステップ４１５において、重みが変更照明設定データに関連付けられる。
例えば、一部の実施形態では、重み及び変更照明設定データがデータベース内で互いに関
連付けられる。一部の実施形態では、関連付けはローカルストレージ１１５、コンテンツ
データベース２１５、照明コントローラ１２０、ローカル処理エンジン１１０、照明コン
トローラ２３０Ａ、２３０Ｂ、及び／又は照明設定管理エンジン２１０において起こり得
る。保存された重みは、関連付けられた照明設定が、ユーザの照明システムにおける実行
のためにその照明ユーザに推奨することが適切であるか否かの特定において使用され得る
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。
【００６７】
　［００７３］図５は、関連する照明設定の特定方法の一例のフローチャートを示す。他
の実施形態は、他の実施形態はステップを他の順番で実行し、特定のステップを省略し、
更に／又は図５に示されるステップとは異なるステップ及び／若しくは追加のステップを
実行し得る。便宜上、プロセスを実行する１つ以上のコンピュータのシステムに関連して
図５の特徴を説明する。システムは、例えば、照明コントローラ１２０、ローカル処理エ
ンジン１１０、照明コントローラ２３０Ａ、２３０Ｂ、及び／又は照明設定提案エンジン
２１２を含み得る。
【００６８】
　［００７４］ステップ５００において、ユーザ識別データ及び照明コンテキストデータ
が受信される。例えば、一部の実施形態では、ユーザが開始したユーザインターフェイス
を介する推奨設定を求めるリクエストに応じて、かかるデータが照明コントローラから受
信され得る。一部の実施形態では、ユーザ識別データ及び照明コンテキストデータは照明
コントローラ１２０、ローカル処理エンジン１１０、照明コントローラ２３０Ａ、２３０
Ｂ、及び／又は照明設定提案エンジン２１２において受信され得る。一部の実施形態では
、ユーザ識別データは匿名でもよい。
【００６９】
　［００７５］ステップ５０５において、受信された照明コンテキストデータと各照明設
定の保存コンテキストデータとの比較により、照明設定のグループの照明設定ごとに関連
性ランクが計算される。例えば、図１に関連して述べられたように、一部の実施形態では
、関連性ランクは各照明設定の受信コンテキストデータと保存コンテキストデータとの間
のコサイン類似度として計算され得る。一部の実施形態では、関連性ランクの決定におい
て、各照明設定に関連付けられたユーザ経験レベル重み係数が使用され得る。一部の実施
形態では、照明設定のグループ内に提供される照明設定の特定において、ユーザ経験レベ
ル重み係数が使用され得る。一部の実施形態では、関連性ランクは照明コントローラ１２
０、ローカル処理エンジン１１０、照明コントローラ２３０Ａ、２３０Ｂ、及び／又は照
明設定提案エンジン２１２において計算され得る。
【００７０】
　［００７６］ステップ５１０において、照明設定のグループがソートされる。一部の実
施形態では、照明設定のグループは関連性ランクに基づいてソートされる。一部の実施形
態では、照明設定のグループは、更に又は代わりに、ユーザ体験レベル重み係数に基づい
てソートされる。一部の実施形態では、照明設定のグループは、更に又は代わりに、照明
設定の人気及び／又は照明設定に関連付けられた地理的位置等の１つ以上の他のファクタ
に基づいてソートされる。一部の実施形態では、ソートは照明コントローラ１２０、ロー
カル処理エンジン１１０、照明コントローラ２３０Ａ、２３０Ｂ、及び／又は照明設定提
案エンジン２１２において実行され得る。
【００７１】
　［００７７］図６は、再構築可能性ランクを計算及び使用する方法の一例のフローチャ
ートを示す。他の実施形態はステップを他の順番で実行し、特定のステップを省略し、更
に／又は図６に示されるステップとは異なるステップ及び／若しくは追加のステップを実
行し得る。便宜上、プロセスを実行する１つ以上のコンピュータのシステムに関連して図
６の特徴を説明する。システムは、例えば、照明コントローラ１２０、ローカル処理エン
ジン１１０、照明コントローラ２３０Ａ、２３０Ｂ、及び／又は照明設定提案エンジン２
１２を含み得る。
【００７２】
　［００７８］ステップ６００において、提案照明効果に関連付けられた提案照明インフ
ラデータが受信される。照明インフラデータは、照明システム内で使用される照明器具の
種類に関連する情報、及び／又は、照明システム内の照明器具の相対的な位置に関連する
情報を含み得る。一部の実施形態では、照明インフラデータは、ホームオートメーション
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コントローラ又はシーン設定システムから取得され得る。提案照明インフラデータは、照
明コントローラ１２０、ローカル処理エンジン１１０、照明コントローラ２３０Ａ、２３
０Ｂ、及び／又は照明設定提案エンジン２１２を介して受信され得る。
【００７３】
　［００７９］ステップ６０５において、提案照明インフラデータと実際の照明インフラ
データとの比較により、提案照明効果の再構築可能性ランクが計算される。提案照明イン
フラが実際の照明インフラに類似するほど、提案照明効果が関連する又は適切である可能
性が高い。再構築可能性ランクは、実際のインフラが提案照明効果を再現できる程度を推
定する。再構築可能性ランクは、提案照明効果に関連付けられた提案照明インフラのパラ
メータと、実際の照明インフラデータのパラメータ空間との間の比較を介して決定され得
る。例えば、提案照明効果がＲＧＢ照明効果を広く利用する一方、実際の照明インフラデ
ータがＲＧＢがレンダリングされ得ないことを示す場合、低い再構築可能性ランクに反映
される。各光源の相対的位置は、再構築可能性ランクの他の側面であり得る。再構築可能
性ランクを計算する一部の実施形態は、カメラセンサを用いて暗室キャリブレーションを
行い、異なるノードにおける原色のパレットを構築し得る。再構築可能性は、照明コント
ローラ１２０、ローカル処理エンジン１１０、照明コントローラ２３０Ａ、２３０Ｂ、及
び／又は照明設定提案エンジン２１２を用いて計算され得る。
【００７４】
　［００８０］ステップ６１０において、照明設定のグループのソート、及び、１つ以上
の照明設定のフィルタリングのうちの少なくとも１つのために、再構築可能性ランクが使
用され得る。例えば、ユーザへの提示前の特定された照明設定のソートにおいて、再構築
可能性ランクが、任意で１つ以上の追加の係数と組み合わせて、使用され得る。
【００７５】
　［００８１］また、例えば、再構築可能性ランクは、保存照明設定をフィルタリングす
るために使用され得る。例えば、一部の実施形態では、関連性ランクの計算の前及び／又
は後に、再構築可能性ランクに基づき、又は任意の１つ以上の追加の係数との組み合わせ
に基づき、特定された保存照明設定がフィルタリングされ得る。例えば、一部の実施形態
では、関連性ランクが決定される保存照明設定のグループが、まず、少なくとも閾値再構
築可能性ランクを有する保存照明設定のみを含むよう、フィルタリングされてもよい。一
部の実施形態では、関連性ランクの計算の前又は後の保存照明設定のフィルタリングにお
ける閾値再構築可能性ランクをユーザが特定してもよい。
【００７６】
　［００８２］一部の実施形態では、１つ以上の追加の照明器具がユーザに推薦されても
よい。例えば、ユーザに類似する他のユーザ（例えば、地理的位置、設定、及び／又は年
齢によって決定）、及び／又はユーザと類似する照明インフラを有する他のユーザによっ
て作成される特定の照明設定をユーザが強く好むと決定され得る。更に、他のユーザが、
そのユーザは保持していないが、そのユーザが最も好む照明設定においてしばしば使用さ
れる照明器具を有すると決定され得る。これら及び／又は他の決定の１つ以上に基づき、
ユーザがユーザの好みに合わせて実行可能な照明設定の可能性を拡張できるよう、追加の
照明器具がユーザに推薦されてもよい。また、例えば、照明特性及び／又は照明コンテキ
ストデータを分析して、ユーザの好みに合わせて実行可能な照明設定の可能性を拡張し得
る追加の照明器具を推薦してもよい。一部の実施形態では、照明設定提案エンジン２１２
によって追加の照明器具が推薦され得る。
【００７７】
　［００８３］いくつかの発明的実施形態を記載及び図示したが、当業者は、開示の機能
を実行するための、並びに／又は開示の結果及び／若しくは１つ以上の利益を得るための
様々な他の手段及び／又は構造に容易に想到するであろう。また、かかる変形例及び／又
は改変例は開示の発明的実施形態の範囲に含まれるとみなされる。より一般的には、開示
される全てのパラメータ、寸法、材料、及び構成は例示的であり、実際のパラメータ、寸
法、材料、及び／又は構成は、発明的な教示が適用される特定の用途に依存することを当
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業者は容易に理解するであろう。当業者は、通常の実験以上を要することなく、開示の特
定の発明的実施形態の多数の均等物を認識又は確認できるであろう。したがって、上記実
施形態はあくまで例として提示されており、特許請求の範囲及び均等物の範囲内において
、発明的実施形態は明確に記載及び請求された態様以外の態様で実施され得る。本開示の
発明的実施形態は、本明細書に開示される個々の特徴、システム、物品、材料、キット、
及び／又は方法を対象とする。また、かかる特徴、システム、物品、材料、キット、及び
／又は方法が互いに矛盾しない場合、かかる特徴、システム、物品、材料、キット、及び
／又は方法の２つ以上の任意の組み合わせは本開示の発明的範囲に含まれる。
【００７８】
　［００８４］本明細書で定義及び使用される全ての定義が、辞書の定義、参照によって
組み込まれる文献内の定義、及び／又は定義される用語の通常の意味を支配すると理解さ
れたい。
【００７９】
　［００８５］本明細書及び特許請求の範囲において、明らかに反して示されていない限
り、要素は「少なくとも１つの」要素を意味すると理解すべきである。
【００８０】
　［００８６］本明細書及び特許請求の範囲において、１つ以上の要素の列挙に関連する
語句「少なくとも１つ」は、要素の列挙内の任意の１つ以上の要素から選択される少なく
とも１つの要素を意味すると理解されるべきであり、必ずしも要素の列挙内に具体的に列
挙される全ての要素を少なくとも１つ含まず、要素の列挙内の要素のあらゆる組み合わせ
を除外しない。また、この定義は、語句「少なくとも１つ」が指す要素の列挙内に具体的
に特定される要素以外の要素が任意で存在し得ることを許容し、具体的に特定される要素
に関係しても無関係でもよい。したがって、非限定的な例として、一実施形態において、
「Ａ及びＢの少なくとも１つ」（又は、同等に、「Ａ又はＢの少なくとも１つ」若しくは
「Ａ及び／又はＢの少なくとも１つ」）は、Ｂが存在せず、少なくとも１つの、任意で２
つ以上のＡを指し（任意でＢ以外の要素を含む）、他の実施形態においては、Ａが存在せ
ず、少なくとも１つの、任意で２つ以上のＢを指し（任意でＡ以外の要素を含む）、他の
実施形態においては、少なくとも１つの、任意で２つ以上のＡ、及び少なくとも１つの、
任意で２つ以上のＢを指し得る（任意で他の要素を含む）。
【００８１】
　［００８７］また、明らかに反するよう示されない限り、１つ以上のステップ又は動作
を含むあらゆる特許請求の方法において、方法のステップ又は動作の順番は必ずしも方法
のステップ又は動作が列挙されている順番に限定されないことを理解されたい。
【００８２】
　［００８８］請求項において括弧内に参照符号がある場合、それらは単に便宜上設けら
れたものであり、特許請求の範囲を決して限定しないと解されるべきである。
【００８３】
　［００８９］特許請求の範囲においても上記明細書においても、「備える」、「含む」
、「担持する」、「有する」、「含有する」、「関与する」、「保持する」、「～から構
成される」等といったあらゆる移行句は、非制限的、すなわち、限定ではなく含むを意味
すると理解すべきである。米国特許庁特許審査手続便覧の第２１１１．０３項に記載され
る通り、「～からなる」及び「本質的に～からなる」といった移行句のみが、制限又は半
制限移行句である。
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